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＃
選
挙
に
行

こ
う
＃
統
一
地

方
選
挙
２
０
２

３
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

こ
の
よ
う
な
言
葉
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、

過
去
の
投
票
率
は
低
い
。

　

先
日
、
女
性
医
師
・
歯
科

医
師
の
会
主
催
の
映
画
上
映

会
が
あ
っ
た
。「
未
来
を
花

束
に
し
て
」
と
い
う
女
性
参

政
権
運
動
の
映
画
で
、
イ
ギ

リ
ス
の
女
性
社
会
政
治
同
盟

の
活
動
を
描
い
た
。
彼
女
た

ち
は
「
言
葉
で
は
な
く
行
動
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
取
り
組
む

が
警
察
の
取
り
締
ま
り
が
強

化
さ
れ
、
カ
メ
ラ
に
よ
る
市

民
監
視
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ

れ
る
な
ど
、
参
政
権
運
動
を

め
ぐ
る
状
況
は
激
化
す
る
。

つ
い
に
１
９
１
３
年
に
行
わ

れ
た
競
馬
の
レ
ー
ス
中
、
国

王
の
馬
の
前
に
活
動
家
エ
ミ

リ
ー
・
デ
イ
ビ
ソ
ン
が
立
ち

は
だ
か
り
死
亡
す
る
事
件
に

発
展
。
彼
女
の
死
が
ニ
ュ
ー

ス
に
な
り
女
性
参
政
権
運
動

は
世
界
に
広
が
っ
た
。

　

日
本
で
は
１
９
４
６
年
４

月
10
日
に
女
性
が
初
め
て
参

政
権
を
行
使
し
た
。
77
年
前

だ
。
参
政
権
は
そ
れ
ぞ
れ
の

女
性
た
ち
が
闘
っ
て
勝
ち
取

っ
た
権
利
だ
。
必
ず
選
挙
に

行
っ
て
投
票
し
て
欲
し
い
。

自
分
の
意
思
を
伝
え
て
欲
し

い
と
、
願
っ
て
い
る
。（
Ｙ
）
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４月９日
大 阪 府
知事選挙

カ
ジ
ノ
よ
り

命
と
暮
ら
し
最
優
先
へ

不
出
の
行
政
管
理
文
書
が
表
に
出

た
と
い
う
点
を
見
て
も
、「
岸
田

政
権
の
強
硬
な
や
り
方
に
官
僚
も

含
め
て
人
心
が
離
れ
て
い
っ
て
い

る
」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
自
由
民
主
党
の
松

川
る
い
、
柳
本
顕
各
参
議
院
議

員
、
立
憲
民
主
党
の
森
山
浩
行
衆

議
院
議
員
、
日
本
共
産
党
の
山
下

芳
生
参
議
院
議
員
、
れ
い
わ
新
選

組
の
大
石
あ
き
こ
衆
議
院
議
員
の

各
秘
書
が
要
請
に
応
じ
た
。

オ
ン
資
義
務
化
で

医
療
が
行
き
届
か
な
い

　

昼
は
衆
議
院
議
員
第
二
議
員
会

館
会
議
室
で
集
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
を
ウ
ェ
ブ
で
繋
ぎ
、
４
０
０

人
の
参
加
が
あ
っ
た
ほ
か
現
地
で

は
３
０
０
人
が
参
加
。
会
場
か
ら

溢
れ
る
ほ
ど
の
盛
況
と
な
っ
た
。

国
会
議
員
か
ら
も
多
数
参
加
が
あ

っ
た
。

　

山
下
芳
生
参
議
院
議
員
は
、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化

へ
の
対
応
が
で
き
な
い
と
い
う
理

由
で
地
方
の
診
療
所
が
閉
院
に
追

い
込
ま
れ
て
お
り
、
医
療
の
行
き

届
か
な
い
地
域
が
出
て
く
る
事
態

も
起
こ
る
大
変
な
問
題
だ
と
聞
い

て
い
る
」
と
発
言
し
た
。

高
齢
者
を

困
ら
せ
な
い
で

　

各
分
野
か
ら
も
発
言
が
あ
り
、

介
護
の
現
場
か
ら
発
言
し
た
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
方
は
、「
ニ
ュ

ー
ス
で
医
療
保
険
証
が
廃
止
さ
れ

て
し
ま
う
と
流
れ
る
と
、
高
齢
者

は
大
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
た
。
高
齢

者
は
頑
張
っ
て
顔
な
じ
み
の
先
生

の
所
に
通
い
、
顔
を
つ
き
あ
わ
せ

て
話
を
す
る
だ
け
で
元
気
に
な
っ

て
帰
っ
て
く
る
。
そ
こ
に
デ
ジ
タ

ル
な
ん
か
い
ら
な
い
。
高
齢
者
を

困
ら
せ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
怒
り

を
込
め
た
。

　

３
月
23
日
、
保
団
連
が
国
会
要

請
行
動
を
実
施
。
協
会
か
ら
戸
井

逸
美
副
理
事
長
と
事
務
局
が
参
加

し
た
。

強
硬
な
や
り
方

人
心
離
れ

　

大
阪
選
出
国
会
議
員
に
面
談
を

要
請
し
、
日
本
共
産
党
の
宮
本
岳

志
衆
院
議
員
が
面
談
に
応
じ
た
。

戸
井
副
理
事
長
か
ら
保
団
連
が
取

り
組
ん
だ
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
紹
介
。
「
保
険
証
廃
止
」
に
賛

成
は
わ
ず
か
８
％
、
反
対
は
65
％

に
の
ぼ
っ
た
と
説
明
が
あ
っ
た
。

宮
本
議
員
は
、
担
当
課
長
以
下
に

対
し
「
（
保
険
証
廃
止
が
）
担
当

者
も
う
ま
く
い
く
と
思
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
」
と
尋
ね
る
と

「
個
人
的
に
は
無
理
だ
と
思
う
」

な
ど
と
職
員
が
応
じ
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
、
国
会
で
は
放
送
法
の

論
議
で
高
市
早
苗
氏
の
問
題
発
言

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
門
外

土
壌
汚
染
、
軟
弱
地
盤
、
地

盤
沈
下
な
ど
深
刻
な
問
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ

も
、
自
治
体
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル

を
経
済
成
長
の
柱
に
す
る
と

い
う
政
策
自
体
が
異
常
で

す
。「
カ
ジ
ノ
よ
り
も
、
命

と
暮
ら
し
最
優
先
の
府
政
」

実
現
の
た
め
に
、
先
生
方
の

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
の
１
５
６
１
億
円
か
ら
２

０
２
１
年
に
は
２
０
３
７
億

円
に
膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

急
性
期
病
床
を
削
減
し
続

け
、
コ
ロ
ナ
死
者
数
は
（
人

口
１
０
０
万
人
あ
た
り
）
９

５
０
・
６
人
と
全
国
平
均
の

１
・
６
倍
、
全
国
ワ
ー
ス
ト

１
と
な
り
ま
し
た
。

「
公
共
」
を

取
り
戻
そ
う

　

今
こ
そ
大
阪
府
政
に
「
公

共
」
を
取
り
戻
し
、
医
療
・

福
祉
制
度
を
再
構
築
し
、
府

民
の
受
療
権
を
守
る
こ
と

が
、
喫
緊
の
課
題
で
す
。
維

新
府
政
は
、
さ
ら
な
る
公
共

の
切
り
捨
て
と
「
カ
ジ
ノ
Ｉ

Ｒ
」
へ
膨
大
な
予
算
を
投
入

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
、
夢
洲
の

府
県
と
し
て
は
、
近
畿
で
唯

一
、
全
国
で
も
条
例
の
無
い

た
っ
た
２
つ
の
自
治
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。

交
付
金
も
僅
か

　

コ
ロ
ナ
対
策
予
算
も
、
大

半
は
国
か
ら
の
交
付
金
（
89

・
４
％
）
の
み
で
、
府
独
自

の
支
出
は
全
体
の
僅
か
６
・

８
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
府
民
の
苦
し
み
を
よ
そ

に
、
大
阪
府
の
２
０
２
２
年

度
決
算
は
３
３
１
億
円
も
の

黒
字
と
な
り
、
景
気
の
悪
化

や
災
害
時
に
使
う
「
財
政
調

整
基
金
」
さ
え
も
２
０
１
９

　

日
常
診
療
経
験
交
流
集
会

の
テ
ー
マ
は
、「
フ
レ
イ
ル

新
局
面
〜
医
科
・
歯
科
共
有

認
識
で
コ
ロ
ナ
禍
に
学
ぶ
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

午
前
は
日
常
診
療
を
交
流
す

る
分
科
会
を
、
午
後
は
フ
レ

イ
ル
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

（
※
終
了
時
刻
は
調
整
中
）

自
由
に
意
見
を
交
換
す
る
機

会
と
な
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
多
く
の
会
員
の
演
題
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
フ
レ

イ
ル
が
テ
ー
マ
で
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
露
わ
に
な
っ
た
身
体

的
、
心
理
的
、
社
会
的
な
生

活
機
能
の
障
害
に
つ
い
て
医

科
、
歯
科
複
数
の
診
療
科
か

ら
問
題
提
起
の
後
、
フ
ロ
ア

ー
と
の
活
発
な
討
論
で
深
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

前
回
に
引
き
続
き
、
医
科

協
会
と
共
催
で
開
き
ま
す
。

演
題
の
テ
ー
マ
は
フ
レ
イ
ル

に
限
ら
ず
歯
科
診
療
や
医
院

経
営
に
関
す
る
工
夫
な
ど
何

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
交
流

会
を
通
じ
て
、
会
員
同
士
が

破
壊
さ
れ
尽
く
し
ま
し
た

た
。
救
急
医
療
の
最
後
の
砦

で
あ
る
千
里
、
泉
州
、
中
河

内
、
三
島
の
４
つ
の
府
立
救

命
セ
ン
タ
ー
は
、
支
援
廃

止
、
移
管
な
ど
、
維
新
府
政

に
よ
る
切
り
捨
て
で
、
厳
し

い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
（
中
河
内
で
は
２
０

１
９
年
に
人
件
費
捻
出
の
為

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

ま
で
行
っ
て
い
ま
す
）
。
府

独
自
の
４
医
療
費
助
成
制
度

も
改
悪
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
一
貫
し
て
協
会
が
要
請
し

て
き
た
「
歯
科
保
健
条
例
」

も
頑
な
に
拒
否
し
て
、
都
道

　

大
阪
府
知
事
選
挙
が
４
月
９
日
に
投
開
票
さ
れ
る
。
協
会

は
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
か
ら
立
候
補
し
た
辰

巳
孝
太
郎
氏
と
政
策
協
定
を
結
び
医
科
協
会
と
共
同
し
、
保

団
連
や
兵
庫
県
保
険
医
協
会
の
支
援
も
得
て
３
月
21
日
、
街

頭
宣
伝
（
写
真
）
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
。
小
澤
力
理
事
長

が
府
知
事
選
に
向
け
改
め
て
支
援
を
呼
び
か
け
る
。

辰
巳
孝
太
郎
氏
の

支
援
を
決
定

　

協
会
は
総
会
方
針
で
あ

る
、「
①
府
民
の
い
の
ち
と

健
康
、
生
活
を
守
り
、
地
域

医
療
を
よ
く
す
る
、
②
会
員

の
権
利
と
経
営
を
守
る
、
③

Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
に
反
対
す
る
」

と
い
う
立
場
で
、
明
る
い
民

主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
が

推
薦
し
た
辰
巳
孝
太
郎
氏
と

政
策
協
定
を
結
び
、
支
援
を

決
定
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
府

知
事
選
に
立
候
補
し
て
い
る

谷
口
真
由
美
氏
は
「
維
新
の

政
策
を
検
証
す
る
」
の
み

で
、
具
体
的
な
政
策
が
不
明

な
た
め
支
持
に
は
至
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

「
歯
科
保
健
条
例
」

も
拒
否
の
維
新

　

14
年
に
わ
た
る
維
新
府
政

で
、
医
療
・
保
健
制
度
は
、

　

歯
科
、
医
科
両
協
会
は
第
９
回
日
常
診
療
経
験
交
流
集

会
を
７
月
９
日
、
大
阪
府
保
険
医
会
館
で
開
催
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
同
交
流
会
副
実
行
委
員
長
の
江
原
豊
理
事（
写

真
）
が
演
題
発
表
と
当
日
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

プラカードを掲げる集会参加者

４月９日大阪府知事選挙
たつみコータローさんの
政策チラシ同封しています

① 日常診療における工夫や
悩み、トラブル
② 明日からの診療に取り入
れられるアイディアと経
験交流
③在宅医療
④ 他職種連携など医科歯科
連携の取り組み
※ 発表時間は20分（質疑
応答含む）
　詳細は事務局
　（06-6568-7731）まで

分科会の演題
応募テーマ　


